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１
月
13
日
に
第
１
回
揖
斐
川
町
議

会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

和
解
案
件

●�

住
所
に
関
す
る
情
報
が
漏
え
い
し

た
事
故
に
係
る
和
解

　

�

和
解
の
要
旨
：
揖
斐
川
町
が
被
害

者
に
対
し
情
報
漏
え
い
に
係
る
損

害
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
で
合
意

予
算
案
件

●�

平
成
26
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
）

　

補
正
額

　

７
７
７
３
万
５
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　

１
４
７
億
４
４
９
２
万
４
０
０
０
円

１
月

　

５
日　

新
年
互
礼
会

　

５
日　

第
１
回
議
会
運
営
委
員
会

　

13
日　

第
１
回
町
議
会
臨
時
会

 

臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　

庁
内
清
掃

■
勤
務
地　

揖
斐
川
町
役
場

■
募
集
人
員　

１
名

■
賃
金　

時
給
８
３
０
円

■
試
験　

面
接
試
験
を
実
施

■
雇
用
期
間　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

■
勤
務
時
間

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
（
国
民
の
休
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

　

７
時
30
分
か
ら
15
時
30
分

■
応
募
方
法

　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
３
月
６
日（
金
）ま
で
に
揖
斐

川
町
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

４
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
３
３
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

�

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み
に
な
り
ま

す
。

②
島
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
３
２
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・�

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費
（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
が
必

要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

■
募
集
期
間

　

３
月
２
日（
月
）～
３
月
16
日（
月
）

■
入
居
予
定
日

　

平
成
27
年
４
月
下
旬
を
予
定

③�

北
方
さ
つ
き
住
宅
及
び
、
谷
汲
・
春
日
・

久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の
各
町
営

住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
７
）

 

ワ
ン
ダ
農
園
コ
テ
ー
ジ
利
用
者
募
集

　

揖
斐
川
町
菜
園
付
簡
易
宿
泊
施
設
（
ワ

ン
ダ
農
園
）
コ
テ
ー
ジ
の
平
成
27
年
度
利

用
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
所
在
地　

揖
斐
川
町
西
横
山

■
募
集
戸
数　

２
戸

■
年
間
使
用
料　

４
８
６
０
０
０
円

　
（
温
泉
・
水
道
使
用
料
含
む
）

　

電
気
・
ガ
ス
は
個
人
契
約

■
契
約
期
間　

平
成
27
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
３
月
31
日

�

（
原
則
最
長
５
年
ま
で
）

■�

設
備　

天
然
温
泉
・
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
・

ト
イ
レ
・
ロ
フ
ト

■
募
集
期
間　

～
平
成
27
年
３
月
20
日

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考
後
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

藤
橋
振
興
事
務
所　

地
域
振
興
課

　

℡
５
２

－

２
１
１
１

菜園付コテージ

議
会
だ
よ
り
臨
時
会

議
会
活
動
報
告
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に
下

水
道
接
続
を
！

下
水
道
に
接
続
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

　

生
活
雑
排
水
や
し
尿
が
、「
汚
水
」
と

し
て
下
水
道
管
を
流
れ
、
下
水
道
処
理
場

に
集
め
ら
れ
て
浄
化
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
川
や
海
な
ど
の
水
環
境
を

よ
み
が
え
ら
せ
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
汚
水
」
が
直
接
下
水
道
管
に
流
れ
る

の
で
、
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
を
防
ぎ
、
清
潔

で
快
適
な
生
活
環
境
が
作
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
処

理
場
か
ら
の
汚
泥
は
、
肥
料
の
原
料
と
な

り
、
農
地
に
還
元
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
の
環
境
改
善
を
促
進
す
る
た

め
、下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
上
下
水
道
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

不
動
産
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

土
地
や
建
物
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
国
土
交
通
省
、
地
方
公

共
団
体
、
土
地
建
物
関
係
団
体
等
で
は
普

及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
西
濃
支
部
で
は
、
普
及
・
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
、
不
動
産
の
取
引
に
関

す
る
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
、
法
律
、
空
家
問

題
、
そ
の
他
不
動
産
に
関
す
る
悩
み
事
な

ど
、
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、不
動
産
に
関
し
て
お
悩
み
の
方
は
、

是
非
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
22
日（
日
）　

13
時
～
17
時

■
場
所　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

１
階
会
議
室

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
み　

不
要（
当
日
会
場
に
て
受
付
）

【
お
問
い
合
せ
】

　

�

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
西
濃
支
部

　

℡
０
５
８
４

－

７
３

－

２
３
０
０

　

営
業
時
間　

10
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

　
　
　
　
　
　

土
日
、
祝
祭
日
は
休
み

　
　

岩い
わ

手て

県け
ん

大お
お

槌つ
ち

町ち
ょ
う

　

20
回
目
の「
被
災
地
か
ら
の
活
動
レ

ポ
ー
ト
」は
、震
災
か
ら
３
年
と
10
か
月
、

新
成
人
が
新
た
な
決
意
を
胸
に
し
た
大

槌
町
の
成
人
式
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
の
大
槌
町
成
人
式
が
東
日

本
大
震
災
か
ら
３
年
10
か
月
と
な
る
１

月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
約
１
３
０
人
の

新
成
人
が
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

犠
牲
者
へ
の
黙
祷
か
ら
始
ま
っ
た
成

人
式
、
新
成
人
の
方
々
は
震
災
時
高
校

生
で
し
た
。
当
時
家
族
や
友
人
が
犠
牲

と
な
っ
た
り
津
波
に
よ
り
自
宅
を
流
さ

れ
た
方
も
い
る
中
で
、
自
ら
何
と
か
し

な
け
れ
ば
、
自
分
た
ち
に
何
が
出
来
る

の
か
を
考
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

明
け
暮
れ
た
日
々
を
送
り
ま
し
た
。「
ど

ん
な
暗
闇
の
中
で
も
希
望
の
光
を
見
つ

け
進
ん
で
来
ま
し
た
。
震
災
に
よ
り
命

の
尊
さ
を
学
ん
だ
自
分
達
だ
か
ら
こ
そ
、

前
を
向
い
て
正
直
に
生
き
て
い
き
た
い
。

よ
り
大
き
な
責
任
と
義
務
を
負
い
、
未

知
数
な
社
会
に
飛
び
込
ん
で
い
く
不
安

は
あ
り
ま
す
が
、
震
災
に
よ
り
最
も
厳

し
い
時
を
乗
り
越
え
て
き
た
事
を
思
い

出
し
、
前
向
き
な
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
前

に
進
ん
で
行
き
ま
す
」
新
成
人
の
代
表

が
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

女
性
参
加
者
の
多
く
は
振
袖
で
し
た

が
、
震
災
を
機
に
志
し
た
の
か
一
名
自

衛
官
制
服
で
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

震
災
に
よ
る
津
波
で
、
自
宅
等
と
と

も
に
大
切
に
し
て
い
た
多
く
の
ア
ル
バ

ム
等
が
流
失
し
た
た
め
、
仮
設
住
宅
で

過
ご
す
新
成
人
に
は
思
い
出
と
な
る
物

が
何
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
式
典
後
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
中
学
校
時
代

の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上
映
さ
れ
、
会

場
内
は
歓
喜
や
笑
い
の
声
が
絶
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学
生
時

代
の
恩
師
の
言
葉
や
、
山
形
県
の
詩
の

朗
読
会
に
よ
る
作
家
「
宮
沢
賢
治
」
や

詩
人
「
吉
野
弘
」
の
詩
の
朗
読
、
大
槌

高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
新
成
人

の
門
出
を
祝
い
、
式
典
最
後
の
集
合
写

真
撮
影
で
の

た
く
ま
し
さ

と
真
の
優
し

さ
を
持
ち
、

真
っ
直
ぐ
前

を
見
る
姿
に

と
て
も
心
強

く
感
じ
ま
し

た
。

派遣職員
高橋富士夫

大槌町成人式

被
災
地
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑳
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

岐
阜
県
交
通
遺
児
激
励
金
支
給

事
業
に
つ
い
て

　

岐
阜
県
で
は
、
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ

ど
も
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り

交
通
遺
児
の
方
に
激
励
金
を
お
贈
り
し
て

い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
役
場
総
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

５
月
５
日
現
在
、
岐
阜
県
内
に
居
住
さ

れ
て
お
り
、
交
通
事
故
に
よ
り
、
そ
れ
ま

で
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
父
ま
た
は
母

（
す
で
に
父
母
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
場

合
は
そ
れ
に
代
わ
る
方
）
を
亡
く
さ
れ
た

方
で
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
方
お
よ
び

高
等
学
校
在
学
中
（
高
等
専
門
学
校
３
年

修
了
ま
で
の
方
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等

部
在
学
中
の
方
を
含
む
）
で
満
20
歳
未
満

の
方
。

※�

交
通
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子
縁
組
し

た
方
、
も
し
く
は
父
ま
た
は
母
が
再
婚

し
生
計
を
と
も
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た

方
は
除
き
ま
す
。

■
激
励
金
の
額（
１
人
当
り
）

　

乳
幼
児
お
よ
び
小
学
生�

１
５
０
０
０
円

　

中
学
生�

２
０
０
０
０
円

　

高
校
生
等�

２
５
０
０
０
円

※�

申
請
時
か
ら
高
等
学
校
等
就
学
中（
20

歳
未
満
）ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
期
限　

３
月
９
日（
月
）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

岐
阜
県
犯
罪
被
害
遺
児
激
励
金

支
給
事
業
に
つ
い
て

　

岐
阜
県
で
は
、
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ

ど
も
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り

犯
罪
被
害
遺
児
の
方
に
激
励
金
を
お
贈
り

し
て
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
役
場

総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

５
月
５
日
現
在
、
岐
阜
県
内
に
居
住
さ

れ
て
お
り
、
犯
罪
被
害
に
よ
り
、
そ
れ
ま

で
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
父
ま
た
は
母

を
亡
く
さ
れ
た
方
で
、
義
務
教
育
終
了
ま

で
の
方
お
よ
び
高
等
学
校
在
学
中
で
満
20

歳
未
満
の
方
。

※�

犯
罪
被
害
と
は
、
殺
人
や
傷
害
致
死
な

ど
、
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
害
を
被

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※�

国
の
犯
罪
被
害
給
付
金
制
度
で
、
遺
族

給
付
金
の
支
給
裁
定
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

※�

犯
罪
被
害
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子
縁

組
し
た
方
、
も
し
く
は
父
ま
た
は
母
が

再
婚
し
生
計
を
と
も
に
す
る
こ
と
と

な
っ
た
方
は
除
き
ま
す
。

■
激
励
金
の
額（
１
人
当
り
）

　

乳
幼
児
お
よ
び
小
学
生�

１
５
０
０
０
円

　

中
学
生�

２
０
０
０
０
円

　

高
校
生
等�

２
５
０
０
０
円

※�

申
請
時
か
ら
高
等
学
校
等
就
学
中
（
20

歳
未
満
）ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
期
限　

３
月
９
日（
月
）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

小
・
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

小
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
就
学
に
必

要
な
費
用
に
つ
い
て
、
援
助
を
希
望
す
る

保
護
者
の
方
に
、
町
で
は
学
校
給
食
費
や

学
用
品
等
の
一
部
を
支
援
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

■
対
象

　

町
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
教
育
委
員
会
が
援
助
が
必
要
で

あ
る
と
認
定
し
た
方
。

①
町
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
た
世
帯

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
た
世
帯

③�

保
護
者
の
就
労
が
不
安
定
で
、
生
活
状

態
が
極
め
て
悪
い
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

等
■
申
し
込
み

　

子
ど
も
の
通
う
小
中
学
校
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
４
５
３
）

 

デ
ジ
ア
ナ
変
換
放
送
終
了
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
行
っ

て
い
た
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
電
波
を

ア
ナ
ロ
グ
に
変
換
し
、
旧
来
の
テ
レ
ビ
で

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
デ
ジ
ア
ナ
変
換

放
送
は
、
３
月
12
日（
木
）正
午
に
終
了
し

ま
す
。（
電
波
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
す
で

に
終
了
し
て
い
ま
す
。）

　

現
在
、
デ
ジ
ア
ナ
変
換
で
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
を
見
て
い
る
方
（
デ
ジ
ア
ナ
変
換
放

送
は
、
画
面
の
上
下
に
字
幕
で
案
内
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。）は
、こ
の
期
日
以
後
、

テ
レ
ビ
が
全
く
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
対
応
を
お
急
ぎ
く

だ
さ
い
。

１
）
地
デ
ジ
対
応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る
。

２
）�

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
の
外
部
入
力
に
接
続
す
る
。

３
）�

地
デ
ジ
対
応
録
画
機
を
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
の
外
部
入
力
に
接
続
す
る
。

※�

テ
レ
ビ
が
複
数
台
あ
る
場
合
は
、
そ
の

す
べ
て
に
対
応
が
必
要
で
す
。

　

�

家
の
中
に
あ
る
全
て
の
テ
レ
ビ
を
点
検

し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
放
送
通
信
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
１

－

３
１
７
１
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テ
レ
ビ
愛
知
の
再
放
送
終
了
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
ご
利

用
の
方
で
谷
汲
、春
日
、久
瀬
、藤
橋
、

坂
内
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
へ

平
成
27
年
３
月
12
日
に

「
テ
レ
ビ
愛
知
」の
再
放
送
が
終
了
し
ま
す
。

　

広
報
い
び
が
わ
11
月
号
で
、
３
月
中
に

終
了
す
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
前
記
の
と
お
り
終
了
す
る
日
時
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

現
在
は
暫
定
措
置
と
し
て
「
デ
ジ
ア
ナ

変
換
放
送
終
了
ま
で
」の
期
限
で
許
可（
再

放
送
同
意
）
を
受
け
て
放
送
し
て
い
ま
す

が
、
デ
ジ
ア
ナ
変
換
放
送
が
３
月
12
日
で

終
了
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
前
記
の
地
域
に
お
け
る

テ
レ
ビ
愛
知
の
再
放
送
は
終
了
し
ま
す
。

　

ご
理
解
、ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
放
送
通
信
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
１

－

３
１
７
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
町
内
在

住
の
60
歳
以
上
の
方
の
生
き
が
い
の
充
実

や
地
域
社
会
活
性
化
を
目
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

『
親
切
、
丁
寧
、
信
頼
』
が
モ
ッ
ト
ー

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
が

特
技
や
経
験
を
生
か
し
て
次
の
よ
う
な
仕

事
を
お
引
き
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

・
草
刈
り
・
草
取
り
・
家
事
援
助
（
家

の
掃
除
・
食
事
作
り
等
）・
障
子
・
襖
張
り
・

病
院
な
ど
の
外
出
の
付
き
添
い
・
宛
名
書

き
・
簡
単
な
大
工
仕
事　

な
ど

　

詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
ご
依
頼
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

入
会
の
ご
案
内

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
2
月
号
に
掲
載
し
た

日
程
で
『
事
業
説
明
及
び
平
成
27
年
度
会

員
登
録
会
』
を
2
月
下
旬
か
ら
実
施
し
て

お
り
ま
す
。3
月
に
は
久
瀬
・
春
日
・
谷
汲
・

坂
内
・
藤
橋
・
揖
斐
地
区
の
各
会
場
で
行

い
ま
す
の
で
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
何
を
し
て
い
る
の
か
な
あ
。」
な
ど
興

味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

　

揖
斐
川
町
で
、
活
力
あ
る
生
活
を
送
り

ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

①
権
現
山
登
山
道
保
全
整
備
事
業

　

権
現
山
は
、
揖
斐
川
町
小
津
地
内
に

位
置
し
岐
阜
県
百
名
山
に
も
指
定
さ
れ

て
お
り
、
毎
年
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
有
志
団
体（
権
現

山
を
守
る
会
）に
よ
っ
て
維
持
管
理
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
環
境
税
を
活
用
す
る
事
に
よ

り
、
登
山
口
か
ら
権
現
山
頂
上
ま
で
の

標
識
板
設
置
や
、
歩
道
周
辺
の
除
伐
や

間
伐
な
ど
、
一
体
的
に
整
備
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
権

現
山
の
登
山
を
よ
り
一
層
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

②�

揖
斐
川
上
流
に
実
の
な
る
木
を

植
え
よ
う
大
作
戦

　

揖
斐
川
上
流
に
「
実
の
な
る
木
を
植

え
よ
う
大
作
戦
」
は
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
揖
斐
自
然
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
が

主
体
と
な
り
、
平
成
13
年
か
ら
継
続
的

に
水
源
地
域
で
あ
る
徳
山
ダ
ム
上
流
等

に
野
生
生
物
の
餌
と
な
る
実
の
な
る
木

を
植
栽
し
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
地
域
住
民
の
方
が
参
加
を
し

て
い
た
だ
き
、
コ
ナ
ラ
・
オ
ニ
グ
ル

ミ
・
ト
チ
ノ
キ
な
ど
約
２
０
０
本
の
植

樹
や
、
約
８
０
０
個
の
種
植
え
を
行
い

ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
も
参
加
し
て

く
れ
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
楽
し
さ

を
学
習
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

実のなる木を植えよう大作戦

権現山登山道

森
林
・
環
境
税
を

活
用
し
て
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～
認
知
症
啓
発
映
画
上
映
会
～

『
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に

�

会
い
に
行
く
』

　

原
作
は
、
長
崎
在
住
の
漫
画
家
・
岡
野

雄
一
の
エ
ッ
セ
イ
漫
画
。
深
刻
な
社
会
問

題
と
し
て
語
ら
れ
が
ち
な
介
護
や
認
知

症
。
で
も
、
主
人
公
の
ゆ
う
い
ち
は
こ
う

言
い
ま
す
。〝
ボ
ケ
る
と
も（
ボ
ケ
て
も
）、

悪
か
事
ば
か
り
じ
ゃ
な
か
か
も
し
れ
ん
。〟

そ
ん
な
自
身
の
体
験
を
も
と
に
描
か
れ
た

認
知
症
の
母
と
の
何
気
な
い
日
常
が
、
多

く
の
共
感
と
感
動
を
呼
び
、
現
在
16
万
を

超
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
。
そ
し
て
、
こ

こ
に
ま
っ
た
く
新
し
い
介
護
喜
劇
映
画
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
が
約
１
３
０
０
人
。
65
歳
以
上

の
方
の
約
18
％
で
す
。
ま
た
、
年
間
に
新

た
に
認
定
を
受
け
ら
れ
る
方
の
20
％
が
認

知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
が

重
度
に
な
る
と
、
在
宅
で
の
介
護
が
困
難

に
な
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

介
護
や
認
知
症
を
身
近
な
こ
と
と
し

て
、
コ
ミ
カ
ル
に
描
か
れ
た
心
暖
ま
る
こ

の
映
画
を
、
ご
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
と

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い

■
日
時　

３
月
14
日（
土
）
10
時
～

■
会
場　

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料　

※�

入
場
に
は
整
理
券

が
必
要
で
す
。

■
整
理
券
配
布
場
所　

役
場
福
祉
課

　
　

整
理
券
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

福
祉
課

　

℡
２
３

－

１
３
４
１　

 

普
通
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ

大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
、講
習
で
正
し

い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
で
は
、救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間
に
、そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
に
応
急
手
当
が

で
き
る
よ
う
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
、
異
物
除
去
要
領
、
止
血
法

を
習
得
す
る
普
通
救
命
講
習（
３
時
間
）を

実
施
し
ま
す
。

■
開
催
日　

奇
数
月
の
第
３
日
曜
日

　

平
成
27
年
５
月
17
日
、
７
月
19
日

　

９
月
20
日
、
11
月
15
日

　

平
成
28
年
１
月
17
日
、
３
月
20
日

■
時
間　

９
時
～
12
時（
３
時
間
）

■
場
所　

揖
斐
郡
消
防
組
合

　
　
　
　

防
災
セ
ン
タ
ー
３
階

■
受
講
対
象
者

　

揖
斐
川
町
・
大
野
町
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方（
中
学
生
以
上
）

■
申
込
方
法

　

１
週
間
前
ま
で
に
来
庁
さ
れ
て
申
込
用

紙
に
ご
記
入
し
て
い
た
だ
く
か
、
電
話
で

の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
注
意
事
項

　

当
日
の
都
合
上
、
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
実
技

中
心
と
な
り
ま
す
の
で
動
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
遅
刻
及
び
退
席

は
、
欠
席
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
各
回
の
定
員
は
30
名
ま
で
と
し
ま

す
。

■
参
加
費　

無
料

※�

企
業
、
団
体
、
サ
ー
ク
ル
等
に
つ
い
て

も
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
（�

10
名
以
上
の
場
合
は
開
催
日
以
外
で

も
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。）

※
修
了
者
に
は
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

　
（�

救
命
技
術
の
維
持
向
上
の
た
め
２
年

ご
と
の
再
講
習
を
お
勧
め
し
ま
す
。）

【
お
問
合
せ
先
】

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
警
防
課

　

℡
３
２

－

２
５
５
２�

　

FAx
３
５

－

２
７
９
７

自　衛　官　等　募　集　案　内
募 集 種 目 受 験 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日

幹部候補生
大卒程度試験 22歳以上 26歳未満の者

3月� 1 日～ 5月 � 1 日 5月 16日
院卒者試験 修士課程修了者等（見込含）

20歳以上 28歳未満の者

予備自衛官補
一 　 般 18歳以上 34歳未満の者

1月� 8 日～ 3月 24日 4月 10日～ 14日
（いずれか 1日）技 　 能 18歳以上で国家資格等を保有する者

資格により53歳未満～55歳未満の者
※予備自衛官補（技能）受験資格（国家資格等）の細部事項は大垣地域事務所へお問い合せ下さい。
※毎週火・木曜日に大垣地域事務所にて希望者の方に説明を行っています。
※お問い合せ　「自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所」大垣市林町 5－18 光和ビル 2階　電話 0584－73－1150

入場無料
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

岐
阜
県
社
会
保
険
労
務
士
会
か

ら
の
お
知
ら
せ

総
合
労
務
相
談
所

　

解
雇
や
長
時
間
労
働
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
、
労
働
者
と
事
業
主
の
双
方
か

ら
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

中
小
企
業
経
営
労
務
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

賃
金
や
労
働
時
間
制
限
の
見
直
し
な
ど

中
小
企
業
の
事
業
主
の
労
働
面
と
経
営
面

の
相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

　

相
談
所
、
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
は
次
の
通

り■
相
談
時
間　

平
日
の
９
時
か
ら
17
時

■
来
所
相
談

　

事
前
に
電
話
で
の
予
約
が
必
要

■
電
話
相
談

　

℡
０
５
８
５

－

２
７
２

－

３
０
２
８

社
労
士
会
労
働
紛
争
解
決
絵
セ
ン
タ
ー
岐
阜

　

事
業
主
と
個
々
の
労
働
者
と
の
民
事
上

の
紛
争
を
円
満
に
解
決
す
る「
あ
っ
せ
ん
」

を
行
い
ま
す
。
労
使
双
方
か
ら
申
し
立
て

が
で
き
ま
す
。

■
時
間　

平
日
の
９
時
か
ら
17
時

■
申
立
手
数
料　

無
料

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

℡
０
５
８

－
２
７
２

－

２
４
７
０

登
記
相
談
の
予
約
サ
ー
ビ
ス
導
入
の
お
知

ら
せ

　

平
成
27
年
２
月
２
日（
月
）か
ら
、
県
内

全
て
の
法
務
局
に
お
い
て
、
登
記
相
談
の

予
約
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。土
地
・

建
物
の
相
続
や
抵
当
権
の
抹
消
等
、
登
記

に
関
す
る
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
電
話
等
に
よ
り
予
約
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
役
員

変
更
な
ど
会
社
等
に
関
す
る
手
続
き
に
つ

い
て
は
岐
阜
地
方
法
務
局（
岐
阜
市
）に
お

い
て
お
受
付
け
し
ま
す
。）。

　

な
お
、
予
約
さ
れ
ず
に
登
記
相
続
に
お

越
し
い
た
だ
い
た
場
合
、
予
約
さ
れ
て
い

る
お
客
様
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
次
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

不
動
産
関
係

　

岐
阜
地
方
法
務
局　

大
垣
支
局

　

℡
０
５
８
５

－

７
８

－

３
３
４
７

　
（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス「
１
」の
後
に「
３
」）

　

会
社
関
係

　

岐
阜
地
方
法
務
局　

本
局

　

℡
０
５
８

－

２
４
５

－

３
５
０
９

 

裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

裁
判
所
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
新
し

く
で
き
た
制
度
や
裁
判
手
続
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、毎
月
テ
ー
マ
を
定
め
て
、

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.

courts.go.jp/index.htm
l

）
で
ご
案
内

し
て
い
ま
す
。
３
月
の
テ
ー
マ
は
「
簡
易

裁
判
所
の
督
促
手
続
に
つ
い
て
」
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　

℡
０
５
８

－
２
６
２

－

５
１
２
２

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）は
、
開
発

途
上
国
で
現
地
の
人
々
と
同
じ
生
活
を
し

な
が
ら
、
と
も
に
働
き
、
人
づ
く
り
国
づ

く
り
に
貢
献
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
！

☆�

平
成
27
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

春
募
集

■
募
集
期
間

　

４
月
１
日（
日
）～
５
月
11
日（
月
）

☆�

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
談
＆
説
明
会

■
日
時　

４
月
22
日（
水
）
18
時
30
分
～

■
場
所

　

ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館
３
０
１
中
会
議
室

※�

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
合
同
・
入
場
無
料
、
30
分
前

開
場

■
内
容

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
談
の

他
、
制
度
説
明
会
、
個
別
相
談
会
を
実
施

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
岐
阜
デ
ス
ク

　

℡
０
５
８

－

２
６
３

－

８
０
６
９

　

E-m
ail

　

jicadpd-desk-gifuken@
jica.go.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.jica.go.jp

�

ラ
ブ
ジ
ョ
イ
彗
星
を
　
　
　

�

見
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

　

１
月
24
日（
土
）、25
日（
日
）、揖
斐
川

町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
駐
車
場
で
、「
ラ

ブ
ジ
ョ
イ
彗
星
を
見
る
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
！

　

１
日
目
は
雲
が
広
が
り
あ
い
に
く
彗

星
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、細
い
月
、

お
う
し
座
の
ア
ル
デ
バ
ラ
ン
、
お
お
い

ぬ
座
の
シ
リ
ウ
ス
な
ど
の
明
る
い
星
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
も
薄
曇
り
で
し
た
が
雲
間
か

ら
淡
く
輝
く
ラ
ブ
ジ
ョ
イ
彗
星
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

星
の
輝
き
と
は
違
う
様
子
に
皆
さ
ん

釘
づ
け
。
そ
し
て
感
動
！

　

ほ
か
に
も
、す
ば
る（
プ
レ
ア
デ
ス
星

団
）、木
星
と
四
大
衛
星
、冬
の
星
座
な

ど
が
観
察
で
き
ま
し
た
。

　

星
を
見
る
会

は
３
月
８
日

（
日
）、
18
時
15

分
か
ら
19
時
30

分
ま
で
、
中
央

公
民
館
駐
車
場

で
開
催
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

西
美
濃
天
文
台

　
（
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事
務
所
）

　

℡
５
２

－

０
１
６
６

西美濃天文台星を見る会
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　草地や山麓の日当たりの良い温暖な場所に自生する多年生のユリ科植物です。
　葉は細長い線状で、根茎から多数が伸びています。この葉の形が細長いので「蛇の髭」や「竜の髭」と呼
ばれています。秋から冬には青色の種子が見られる。ジャノヒゲは常緑性ですから公園、庭園、垣根沿いな
ど広く植えられています。中でも葉の短い品種は芝生やカバークロップ植物としても汎用されています。
　ジャノヒゲの根茎からは沢山の髭根が出ています。その髭根には所々に蛇が卵を飲み込んだように、膨れ
た部分があります。この部分は栄養分を蓄える部分です。この塊根の部分を切り取り調整したものが生薬の
「麦

バクモントウ

門冬」です。麦門冬は冬から春先にかけて採取します、最も貯蔵物質を多く含み塊根が膨らんだ頃は春先
です。採取は塊根部分を切り取り、残りは再び植えておきます。塊根はよく水洗いして乾燥しますが、一度
天日で半乾して、半日ほど水に浸けます。柔らかくなった頃に芯を抜き再度天日で今
度は充分に乾燥します。芯を抜かないで乾燥させたものでも効き目はあります。
　麦門冬は漢方薬の重要な原料生薬です。薬効は滋養、強壮、咳止め、痰切り、利尿、
催乳などが知られていますから、風邪や喘息、百日咳、気管支カタル、声の嗄れ、糖
尿病、リュウマチなどに用いられます。とくに老人や病後で体力が衰えている人が風
邪を引いたときに緩和な効き目がある麦門冬が使われます。刻んだ麦門冬を一日量
10～ 12グラムを水 500 ～ 700 ミリリットルで煎じます。なお半量まで煮詰めて布
で漉してから煎じ液を 3回に分けて食間に服用します。滋養強壮が目的の場合は麦
門冬と同量の蜂蜜を加えて、煎じます。� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

読者の皆さまへ　平成19年1月号より連載していました「いびがわ　特産品シリーズ」は今号で終了します。
　　　　　　　　長い間ご愛読いただきありがとうございました。

　

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

森　

は
る
子
さ
ん（
瑞
岩
寺
）

�

１
月
１
日（
木
）　

95
歳　

　

河
村　

咲さ
き

子こ

さ
ん（
谷
汲
名
礼
）

�

１
月
３
日
（
土
）　

95
歳　

　

山
岸　

三
郎
さ
ん（
三
輪
）

�

１
月
５
日（
月
）　

95
歳　

　

不
破　

敏
子
さ
ん（
三
輪
）

�

１
月
16
日（
金
）　

95
歳　

　

長
谷
川　

よ
し
ゑ
さ
ん（
谷
汲
岐
礼
）

�

１
月
26
日（
月
）　

１
０
０
歳　

　

寺
西　

正ま
さ

二じ

さ
ん（
清
水
）

�

１
月
31
日（
土
）　

95
歳　

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

いびがわ　特産品シリーズ ジャノヒゲ（ユリ科）


